
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県内の公立保育所における不適切保育の公表及び職員の処分についての報道が昨年末立て

続けに報道されました。 

子どもの人権を守る保育所で、「不適切保育」はなぜ起こるのでしょうか？公表した自治体は、

今後職員の研修、全保育所へのカメラの設置を対応として示していますが、この対応で「不適切保

育」はなくなるのでしょうか？ 

保育所保育は、保育士をはじめとする保育所に勤務するすべての職員、保護者、子どもの関わる

全ての人がチームとなって行うものです。「子どもの権利を保障し、子どもの育ちにとって必要な

こと」を様々な場面・方法で、子どもの経験を保障し、子どもの学びを支援していくものではない

でしょうか？幼稚園、認定こども園、放課後児童クラブ、障害児放課後デイサービスなど子どもの

育つ場所すべて同様ではないでしょうか？ 

「不適切保育」は、保育士個人の資質・意識の問題だけなのでしょうか？ 

改めて、「不適切保育」が起きる要因と予防について、保育所などの現場、行政担当課、自治体

議員などそれぞれの立場で虐待防止の取り組みを考え、実践していきませんか？ 

主催：（公財）埼玉県地方自治研究センター  後援：県労評会館、自治労埼玉県本部 

 

 

氏  名 住    所 所  属 連 絡 先 ℡ 

    

    

    

当日参加も歓迎ですが、資料準備のためできるだけ事前にお申し込みください。 

申し込み先  ＦＡＸ ０４８－８３６－１１１３ 

       E-mail info@saita-jichi.jp 

不適切保育の要因と予防

子どもたちの健やかな成長をめざして

参加申込書 

日 時：2024 年 4 月 14 日（日）14 時～16 時頃 

場 所：さいたま共済会館 ６０１会議室（裏面地図） 

講 師：高橋 努 埼玉純真短期大学こども学科准教授 

資料代：500 円（賛助会員・構成員は無料）   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま共済会館 〒330-0064 さいたま市浦和区岸町 7-5-14 


